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役
所
経
営
は
優
秀
、

反
面
地
域
は
苦
境

大
切
で
あ
る
。
市
民
憲
章

の
実
践
を
常
に
心
が
け
、

市
民
が
未
来
に
夢
を
持
て

る
と
と
も
に
、
市
民
が
主

人
公
の
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
て
い
く
。

【
問
】
人
材
の
育
成
は
。

【
答
】
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
支
え
る
人
材
育
成
は

不
可
欠
で
あ
る
。
高
い
志

と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を

持
っ
て
夢
に
挑
戦
し
、
家

庭
・
地
域
・
職
場
で
豊
か

な
人
間
関
係
を
築
き
、
地

域
社
会
の
一
員
と
し
て
考

え
、
行
動
で
き
る
よ
う
な

地
域
活
動
を
総
合
的
に
か

つ
包
括
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
す
る
人
材
の
実
現
に
努

め
る
。

子
ど
も
た
ち
の
自
立
は

【
問
】
子
ど
も
の
自
己
防
衛

力
を
高
め
る
に
は
。

【
答
】
新
し
い
公
共
と
し

て
の
学
校
づ
く
り
の
中
で
、

家
庭
や
地
域
の
連
携
を
図

り
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
問
】
道
徳
教
育
「
生
き
る

力
」
の
副
読
本
の
作
成
は
。

【
答
】
副
読
本
を
作
成
す

る
考
え
は
な
い
。

経
緯
と
方
向
性
は

【
問
】
平
成
20
年
か
ら
の
経

緯
と
方
向
性
は
。

【
答
】
庁
舎
に
つ
い
て
は

耐
震
性
が
確
保
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
整
備
が
必
要

で
あ
る
。
平
成
21
年
度
に

公
民
館
整
備
と
支
所
整
備

と
は
切
り
離
し
て
整
備
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の

意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
。

第
八
次
総
合
計
画
に
位

置
づ
け
し
、場
所
の
選
定
、

耐
震
補
強
、
改
修
等
の
検

討
を
進
め
る
。

【
問
】
各
団
体
か
ら
提
出
さ

れ
た
意
見
書
は
。

【
答
】
支
所
は
地
域
に
お

け
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
拠

点
な
の
で
、
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

【
問
】
新
た
な
検
討
委
員
会

を
つ
く
る
の
か
。

【
答
】
具
体
的
な
も
の
は

な
い
。

市
長
約
束
に
つ
い
て
の

新
年
度
予
算
は

【
問
】
約
束
の
進
捗
状
況
の

評
価
は
。

【
答
】
徹
底
し
た
情
報
公

開
、
早
朝
面
談
、
対
話
集

会
、
政
策
検
討
市
民
委
員

会
、
公
共
事
業
発
注
や
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
等
々
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

【
問
】
夢
や
希
望
に
向
か
っ

て
進
め
る
体
制
は
。

【
答
】
夢
や
希
望
の
持
て

る
土
壌
を
つ
く
る
こ
と
は

久
々
野
支
所

庁
舎
の
方
向
性
は

【
問
】
物
件
費
と
繰
出
金
は
、

県
内
自
治
体
の
平
均
を
大

幅
に
上
回
る
が
、抑
制
策
は
。

【
答
】
物
件
費
は
施
設
の

維
持
管
理
費
が
大
き
く
、

統
廃
合
に
よ
り
、
公
共
施

設
の
適
正
化
を
進
め
、
経

費
の
削
減
を
図
る
。
繰
出

金
は
特
別
会
計
に
お
け
る

効
率
的
な
経
営
や
受
益
者

負
担
の
適
正
化
に
よ
る
収

入
の
確
保
に
努
め
る
中
で
、

基
準
内
繰
出
金
の
抑
制
を

図
る
。

【
問
】
合
併
特
例
期
間
終
了

後
は
地
方
交
付
税
が
一
本

算
定
と
な
る
。
平
成
32
年

か
ら
の
市
の
財
政
規
模
を

ど
う
予
測
し
て
い
る
か
。

【
答
】
９
万
人
の
人
口
規

模
の
都
市
平
均
で
は
、
約

４
０
０
億
円
の
支
出
ベ
ー

ス
に
な
っ
て
い
る
。
ど
の

程
度
が
適
正
な
ベ
ー
ス
な

の
か
は
不
明
で
あ
る
が
確

実
に
地
方
交
付
税
は
減
額

さ
れ
る
た
め
、
見
合
っ
た

事
業
量
は
当
然
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

財
政
指
標
か
ら
見
出
さ
れ

る
も
の
は

【
問
】
市
の
財
政
指
数
は
全

国
平
均
値
を
下
回
る
が
経

営
革
新
度
は
比
較
的
高
い
。

こ
の
相
関
関
係
と
今
後
の

役
所
経
営
の
革
新
の
方
法

は
。

【
答
】
財
政
力
の
向
上
と

経
営
革
新
の
取
り
組
み
状

況
と
は
必
ず
し
も
一
致
は

し
て
い
な
い
と
い
う
認
識

を
持
っ
て
い
る
。

【
問
】
平
成
23
年
度
の
経
常

収
支
は
「
74
・
１
％
」
で

あ
る
。
こ
れ
は
全
国
類
似

都
市
と
比
較
し
て
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
と
優
秀
で
あ
る
。

経
常
収
支
比
率
が
低
い

と
財
政
に
弾
力
性
が
あ
り
、

高
い
と
財
政
が
硬
直
し
て

い
る
と
判
断
さ
れ
る
が
、

今
後
、
税
収
の
落
ち
込
み

や
地
方
交
付
税
が
減
少
す

る
中
で
弾
力
性
あ
る
財
政

構
造
を
維
持
す
る
に
は
。

【
答
】
義
務
的
経
費
の
削

減
が
最
も
重
要
で
あ
る
。

今
後
、
合
併
特
例
期
間

終
了
で
地
方
交
付
税
等
が

減
少
す
れ
ば
、
経
常
収
支

比
率
に
大
き
く
影
響
す
る
。

そ
の
時
点
で
身
の
丈
に
合

っ
た
市
政
運
営
を
行
な
う
。

【
問
】
財
政
の
黒
字
額
は
行

政
水
準
の
向
上
か
、
住
民

負
担
の
軽
減
に
充
て
る
べ

き
。
そ
の
観
点
か
ら
住
民

へ
の
還
元
を
ど
う
考
え
る

か
。

【
答
】
住
民
の
負
担
軽
減

や
還
元
は
、
景
気
対
策
も

含
め
て
対
応
し
て
き
た
。

当
初
予
算
で
一
定
の
施
策

を
盛
り
込
み
、
繰
越
金
の

増
加
は
執
行
段
階
で
経
費

の
節
減
や
入
札
差
金
に
よ

り
生
ず
る
。
住
民
負
担
の

軽
減
は
、
当
初
予
算
で
対

応
す
る
が
必
要
に
応
じ
て

補
正
等
で
も
対
応
す
る
。
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